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ダ ブ ル バ ル ー ン 小 腸 内 視 鏡 （ DBE） に よ る 小 腸 出 血 の 診 断 と 治 療  
（ 医 療 関 係 者 向 け ）  
 

消 化 管 出 血 は 、 急 性 腹 症 と 並 ん で 多 い 腹 部 救 急 疾 患 で す 。 消 化 管 出

血 の 診 断 や 治 療 の た め の 緊 急 内 視 鏡 は 、 今 日 広 く 行 な わ れ て お り ま す 。 上

部 消 化 管 で は 、 胃 ・ 十 二 指 腸 潰 瘍 、 胃 炎 、 胃 癌 、 Mallory-Weiss、 食 道 静 脈

瘤  等 の 疾 患 が 多 く 、 下 部 消 化 管 で は 、 憩 室 炎 、 虚 血 性 腸 炎 、

Angiodysplasia、び ら ん 、腸 炎 、 大 腸 癌 な ど が よ く み ら れ ま す 。 し か し 上 部

下 部 内 視 鏡 を 施 行 し て も 約 5%は、 出 血 源 は 診 断 で き ま せ ん 。 内 視 鏡 に よ る

消 化 管 の 診 断 は 、ま ず 食 道 、胃 、十二 指 腸 な ど の 上 部 消 化 管 に 始 ま り 大 腸 へ

と 拡 大 し 、内 視 鏡 的 止 血 術 も 上 部 消 化 管 か ら大 腸 へ と 応 用 さ れ た 。ま た 近 年

内 視 鏡 の 治 療 機 器 の 発 達 は め ざ ま し い 。消 化 管 出 血 の 治 療 は 、内 視 鏡 的 止 血

術 が 第 一 選 択 に な っ て い る 。小 腸 出血 の 内 視 鏡 診 断 や 治 療 は 、従 来 の 内 視 鏡

機 器 で は 、小 腸 ま で 到 達 で き な か った た め 、内 視 鏡 診 断 は 困 難 で あ っ た 。そ

の た め CT,血 管 造 影 、 出 血 シ ン チ グ ラ フ ィ ー 、 小 腸 造 影 な ど に よ り 診 断 が 試

み ら れ て き た 。し か し 直 接 的 な 観 察 は で き ず、当 然 病 理 診 断 や 内 視 鏡 下 の 処

置 も 不 可 能 で あ っ た 。カ プ セ ル 内 視 鏡 で は 、消 化 管 の 洗 浄 、送 気 、生 検 、止

血 術 な ど の 内 視 鏡 治 療 が で き な か っ た が 、ダ ブ ル バ ル ー ン 小 腸 内 視 鏡（ DBE）

は 、大 腸 内 視 鏡 と 同 じ よ う な 内 視 鏡 治 療 を 可能 に し た 。上 部 消 化 管 か ら 大 腸

へ 応 用 さ れ た 内 視 鏡 診 断 が 、小 腸 に も 応 用 さ れ る よ う に な っ た 。止 血 術 も 上

部 消 化 管 、大 腸 、そ し て 小 腸 へ 広 が っ て き た 。 T当センターでは、食道、胃、十二指

腸、小腸、大腸とTotal Gastrointestinal Endoscopy （全消化管内視鏡検査）を目指してい

る。消化管出血に対する緊急内視鏡は、常に対応できるようにしている。止血処置も食道、胃、

大腸それに小腸にも対応し、地域医療の要請にこたえたいと考えている。T 
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Ⅱ  ダ ブ ル バ ル ー ン 小 腸 内 視 鏡 に よる 小 腸 出 血 の 診 断 と 治 療  

 

小 腸 出 血 に つ い て 述 べ る 。ま ず CT（ Ｍ Ｐ Ｒ；造 影 ）を 施 行 し 、 必 要 に よ り

抗 凝 固 剤 投 与 中 止 の 指 示 を 依 頼 し て か ら 上 部 、 大 腸 内 視 鏡 検 査 を 行 な い 、

出 血 点 が 不 明 の 場 合 に DBE を 施 行 し ま し た 。 ま た Roux-en-Y 吻 合 術 後 の 盲 管

へ の 応 用 も 可 能 で し た 。  

 

 

小 腸 Angiodysplasia 

   Angiodysplasia は、粘 膜 固 有 層 の 限 局 性 の 毛 細 血 管 の 拡 張 症 で あ る 。

近 位 側 空 腸 、遠 位 側 回 腸 す な わ ち 小 腸 の 両 端に 多 く な っ て い ま す 。通 常 5mm

以 下 の 病 変 が 多 発 し て お り 、肝 疾 患 、循 環 器 疾 患 、腎 疾 患 の 合 併 が 多 い 。カ

プ セ ル 内 視 鏡 の 方 が 診 断 率 は よ く 、内 視 鏡 的止 血 術 は 、大 腸 に 準 じ て ク リ ッ

プ 、 高 周 波 凝 固 法 、 HSE な ど を 行 な い ま す 。  

【 症 例 】繰 り 返 す 血 便 と 貧 血 を 認 め た た め 、紹 介 と な っ た 。カ プ セ ル 内 視 鏡

に よ り 小 腸 出 血 を 認 め ま し た（ 図 a）。緊 急 小 腸 ダ ブ ル バ ル ー ン 内 視 鏡 に て

空 腸 に Angiodysplasia を認 め （ 図 ｂ ） 、 内 視 鏡 的 に ク リ ッ プ に て 止 血 し ま

し た （ 図 c） 。  
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 下 部 消 化 管 出 血 の 内 視 鏡 的 止 血 術 は 、上 部 消 化 管 の 技 術 を 踏 襲 し て い る

こ と が 多 く 、 内 視 鏡 治 療 の 適 応 も 憩 室 炎 、 急 性 出 血 性 直 腸 潰 瘍 、

Angiodysplasia 等 限 ら れ て お り 、 炎 症 性 腸 疾 患 や 悪 性 腫 瘍 に よ る 出 血 に 対

す る 止 血 は 困 難 な 事 が 多 い 。従 来 、上 下 部 内 視 鏡 検 査 に て 出 血 源 が 不 明 の 消

化 管 出 血 へ の ア プ ロ ー チ は 、 CT,血 管 造 影 、 出 血 シ ン チ グ ラ フ ィ ー 、 小 腸 造

影 等 の 画 像 診 断 や 術 中 内 視 鏡 で し か 施 行 し え ま せ ん 。そ の た め 小 腸 出 血 の 診

断 は 、極 め て 困 難 で し た 。 し か し 近 年 の カ プ セ ル 内 視鏡 や DBE の 実 用 化 に よ

り 全 小 腸 の 内 視 鏡 診 断 が 可 能 に な り ま し た 。 し か し 、ヨ ー ド ア レ ル ギ ー や 腎

不 全 の 患 者 で は 、 多 く の 施 設 で 施 行 可 能 な 造影 CT や腹 部 血 管 造 影 が 禁 忌 で

す 。 ま た カ プ セ ル 内 視 鏡 で は 、 ク ロ ー ン 病 や NSAIDs 潰 瘍 のよ う に 小 腸 狭 窄

を 伴 う 症 例 で は 、滞 留 の 危 険 で す 。大 量 出 血 で は 対 応 は 困 難 で す 。DBE で は 、

こ の よ う な 制 約 は な く 、生 検 や 内 視 鏡 的 止 血術 が 可 能 で す 。し か し 内 視 鏡 検

査 に 伴 う 出 血 や 穿 孔 に は 、 十 分 な 注 意 が 必 要 で す 。  

DBE に よ る 内 視 鏡 治 療 の 適 応 は 、 小 腸 潰 瘍 、 Angiodysplasia、憩 室 炎 、

お よ び 一 部 の 腫 瘍 や 炎 症 性 腸 疾 患 で す 。ほ ぼ 大 腸 の 適 応 と 同 じ よ う に 施 行 で

き る よ う に な り ま し た 。 露 出 血 管 を 伴 う 小 腸 潰 瘍 、 憩 室 炎 に よ る 出 血 、

Angiodysplasia で は 、 直 接 的 な 止 血 が 可 能 で 、 組 織 損 傷 の 少 な い ク リ ッ プ

法 を 第 １ 選 択 と 考 え て い ま す 。十 分 な 視 野 が 得 ら れ な い と き や ピ ン ポ イ ン ト

に 内 視 鏡 操 作 が で き な い 時 に は Ｈ Ｓ Ｅ が 有 効 で す 。腫 瘍 か ら の 出 血 の よ う に

止 血 ク リ ッ プ に よ る 処 置 が 困 難 な 場 合 に は 、高 周 波 凝 固 法 や Ｈ Ｓ Ｅ を 考 慮 し

ま す 。し か し DBE に よ る 止 血 は 内 視 鏡 操 作 が 困 難 で 、視 野 も 悪 い こ と が 多 く

み と め ま す 。そ の た め 、再 出 血 や 開腹 手 術 な ど を 考 慮 し て 、病 変 部 に 点 墨 を

行 う よ う に し て い ま す 。  

最 近 で は 、 肝 硬 変 、 腎 不 全 、 循 環 器 疾 患 等 の 各 種 合 併 症 を 有 し 、 抗 凝 固

療 法 を 受 け て い る 患 者 も 内 視 鏡 治 療を 受 け る 機 会 が 増 加 し て い ま す 。さ ら に

初 診 時 に 多 臓 器 不 全 (MOF)や シ ョ ッ ク に な っ て い る こ と も あ り ま す 。 重 症 例

で は 、再 出 血 や そ の 他 の 合 併 症 を 次 々 に 併 発 し 、よ り 重 篤 に な る こ と も 多 く 、

迅 速 な 止 血 術 が 必 要 と な り ま す 。こ の よ う な消 化 管 大 量 出 血 は 、内 視 鏡 治 療
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が 困 難 で あ る こ と が 多 い 。さ ら に 近 年 の 生 活 習 慣 病 の 増 加 に よ り 血 管 性 病 変

に よ る 臓 器 の 虚 血 性 疾 患 が 増 加 し て い ま す 。 す な わ ち 脳 梗 塞 、 虚 血 性 心 疾

患 、 ASO等 で あ る 。 し た が っ て 抗 凝 固 療 法 は 、 益 々 増 加 し 、 我 々 が 行 な う 止

血 術 は よ り 困 難 に な る 事 が 予 想 さ れ ま す 。消 化 管 出 血 の 内 視 鏡 治 療 の 適 応 と

そ の 限 界 に つ い て 述 べ ま し た が 、各 施 設 の 実 情 に に あ わ せ た 消 化 管 出 血 の 診

断 治 療 シ ス テ ム を 構 築 し て ゆ く 事 が 重 要 で す 。ま た T二酸化炭素 T送 気 を 行 な う と

同 日 に 経 口 、経 肛 門 の 小 腸 内 視 鏡 検 査 を 安 全 に 行 な うこ と が で き る よ う に な

り ま し た 。上 部 及 び 下 部 内 視 鏡 検 査 と 同 じ よ う に 緊 急小 腸 内 視 鏡 検 査 が ル ー

チ ン 検 査 に な る 時 代 に な っ て き て い ま す 。  

 

 


